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株式会社ながさき MICE の紹介 
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株式会社コングレの紹介 

コングレの経営理念 

① よい仕事をする 

＝ 顧客のためにある 

② 地域・社会の活性化・国際化に貢献する 

＝ 社会のためにある 

③ いきいきした社員の集合体 

＝ 社員のためにある 

札幌 

仙台 

東京 

名古屋 

大阪 

京都 

福岡 

沖縄 

上海 

長崎 

［事業拠点］ 
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設  立  ：  1990 年   

社 員 数 ： 350 名 

売  上  高  ：  192 億円  (2021年 3月期) 
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首脳会議から、医学、金融、文化など幅広い分野のコンベンション企画・運営に加えて、自主事業として展示会

やイベントの主催も行います。MICE 施設、文化・観光施設運営、さらに施設の自主経営も行っています。 

G20  財務大臣・中央銀行総裁会議 
（ 2019 年 福岡） 

伊勢志摩サミット 
ナレッジキャピタル 

コングレコンベンションセンター Japan Drone 

コングレの仕事 

六本木ヒルズ 

東京シティビュー 

森ビルデジタルアートミュージアム 
エプソン チームラボボーダレス 

渋谷スクランブルスクエア展望施設 
「 SHIBUYA SKY 」 名古屋国際会議場 
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総合 MICE 企業 

株式会社コングレの紹介 
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MICE 運営 

学術会議 

Convention 

展示会 

Exhibition 

文化･スポーツ 

Event 

国際会議 

Convention 

企業 

Meeting 

Incentive 

施設運営 

MICE 

施設 

文化･観光 

施設 

博覧会 

パビリオン 

調査・ 

コンサル 

借りる側（催事主催者 / 運営者） 貸す側（施設運営者） 



 

 

長崎とコングレ 
チケット販売、備品貸出管理ほか 科学教室運営補助ほか 改札、誘導ほか 

1993 年 第 3 回世界平和連帯都市市長会議 2010 年 第 53 回日本甲状腺学会学術集会 

（ 1998 年～ 2007 年） 

総合受付案内、利用料徴収 

（ 2001 年～ 2004 年） 

総合受付案内、チケット販売 

（ 1997 年～ 2007 年） 

総合受付案内、展示室運営 

会議と施設運営では 1990 年代からどこよりも古く、 

長崎で仕事をしてきました。 

長崎ブリックホール 長崎市科学館 長崎ペンギン水 族 館 

株式会社コングレの紹介 
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1994 年 第 67 回日本内分泌学会総会 2011 年 第 24 回日本臨床整形外科学会学術集会 

2003 年 日本人類遺伝学会第 48 回大会 2012 年 第 48 回日本医学放射線学会秋季臨床大会 

2003 年 日本薬学会 第 123 年会 2014 年 第 47 回九州リウマチ学会 

2005 年 第 35 回日本腎臓学会西部学術大会 2015 年 第 48 回九州人工透析研究会総会 

2006 年 第 50 回(中)日本リウマチ学会総会・学術集会/第 15 回国際リウマチシンポジウム 2015 年 日本口腔インプラント学会第 32 回九州支部学術大会 

2007 年 第 40 回九州人工透析研究会総会 2016 年 第 25 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会 

2008 年 第 7 回日本頸部脳血管治療学会 2017 年 第 9 回平和首長会議総会 

2009 年 第 16 回日本義肢装具士協会学術大会 2017 年 第 40 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 
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１ .  現在の誘致状況 
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３．開業に向けた気運醸成 
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１．現在の誘致状況  

（1）長崎市･DMO･ながさき MICE 三位一体での営業活動 
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１．現在の誘致状況  

 出典： 国際会議誘致マニュアル（観光庁） 

一般的なパターン 

国・ JNTO 

地方自治体 

コンベンション 
ビューロー 
観光協会 

会議場 
（施設） 

地元経済界 
( 商工会議所、業界団体等 ) 

PCO 
（会議運営専門会社） 

ホテル 

会議場 

（施設） 
PCO 

（会議運営専門会社） 

国・ JNTO 

地方自治体 

コンベンション 
ビューロー 
観光協会 

地元経済界 
( 商工会議所、業界団体等 ) 

ホテル 

会議場と PCO が一体化 

長 崎 市 

しっかりした土台となり 

誘致活動を支えます 

自治体、ビューロー、会議場、経済界、 PCO が 

お互い協力し合い誘致活動を展開 
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１．現在の誘致状況  

（1）長崎市･DMO･ながさき MICE 三位一体での営業活動  

コンベンション 
主催者 

大学 
（誘致窓口） 

長崎 MICE 

誘致推進協議会 
（誘致協力） 

長崎商工会議所 
（誘致協力） 

長崎市 

長崎国際観光コンベンション協会 

DMO 推進局 

長崎 MICE 事業者ネットワーク 

誘 

致 

・ 

営 

業 

活 

動 

情 

報 

・ 

要 

望 

連 

携 

• 開催支援補助金等に係 
る負担金の支出 

• 誘致活動に対する協力 

情報･要望 
フィードバック 

誘致・開催支援 まち MICE 推進 
• 大会・学会、インセンティブツアー 

等の誘致活動 
• 開催補助金の交付 
• 支援メニューの提供 他 

• ユニーク べ ニュー開発 
• エクスカーション等滞在プログラム 

の充実 
・プレ、ポストコンベンション企画 

実施 他 

情報･要望 
フィードバック 

• 誘致活動の協力 
• 誘致情報の共有 

団体 
（学会･ NPO ･各種団体） 

ALL NAGASAKI 
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１．現在の誘致状況  

(2) 想定する年間の MICE 需要と現在の誘致状況 

 

想定する年間の MICE 需要 

578,805 
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１．現在の誘致状況  

9 月末現在の誘致状況 区分 

開催件数 

（件） 

想定利用者数 

（人） 

学会等 24 50,800 

一般会議等 698 155,500 

展示･イベント等 53 404,000 

計 775 610,300 

①会議件数の拡大 

一般会議の予約については、他施設の予約状況の傾向として、開業 1～2 ヶ月前

からの予約の伸びが大きい。 

本施設でも 8 月末 → 9 月末 会議室利用者数 14.3％の伸び 

9 月末～11 月末 20％の伸び＝ ＋ 11,000 人を見込む 
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１．現在の誘致状況  

(3) 交流人口 61 万人に向けた対応 

②自主事業開催による利用者拡大 

本施設が目指す MICE の実現、賑わいと交流人口の創出および市民への情報発

信を目的とした、施設としての自主事業を計画。 

＋ 30,000～45,000 人を見込む 

(4) 開業 2 年目、3 年目の状況 
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１．現在の誘致状況  

開業 2 年目、3 年目は、経済波及効果の高い「学会」の

予約が好調 

 

(5) コロナ禍での営業状況 

2020 年度 

利用者数目標の 

約 25 ％弱の予約が 

入っている。 

すでに利用者数が 

目標値を大きく上回り、 

160 ％の達成状況 

開業 ２ 年目 開業３年目 
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１．現在の誘致状況  
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１．現在の誘致状況  

(5) コロナ禍での営業状況 

2021 年度 

引き渡し後、内覧会が大き

な営業機会となっている 
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１．現在の誘致状況  
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１．現在の誘致状況  

(5) コロナ禍での営業状況 
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１．現在の誘致状況  
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１．現在の誘致状況  

〇統括責任者（館長） 1 名 

  

〇MICE 施設業務責任者（副館長） 1 名 

  

〇総務グループ 4 名 

 
・総務経理 3 名 

・テクニカル 1 名 

〇企画営業グループ 14 名 

 
・企画営業 11 名 

・音響・映像 2 名 

・施工 1 名 

〇維持管理グループ 26 名 



 

24 

１．現在の誘致状況  

(6) 体 制  
 

・責任者 1 名 

・設備 5 名 

・警備 5 名 

・清掃 15 名 

合計 37 名 
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１．現在の誘致状況  

 ■主な案件 （6 月議会資料より抜粋） 
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１．現在の誘致状況  
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１．現在の誘致状況  

(7) 事業収支 

 

20 年間の事業期間、独立採算で運営してまいります。 

開業 6 年目以降、運営も安定すると見込まれ、市への固定納付金も想定していま

す。 
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１．現在の誘致状況  

 



 

   

ポストコロナ時代 の 

交流 人口拡大に向けた対応 

１．現在の誘致状況 

２ .  ポストコロナ 時代の交流人口拡大 策 

３．開業前の気運醸成 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 

平土間

で自由なレイアウトが可能 

①ソーシャルディスタンスの十分な確保への対応 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 

31 

２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

• ソーシャルディスタンスを保った配席 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

 • 飛沫感染を防ぐパーテーションの設置 などに柔軟に対応可能。 

ハード面

での対応 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

 

 

②十分な換気への対応 

 

 厚生労働省が専門家の見解を踏まえ推奨する、 

• 外気を取り入れる換気方法 

• 1 人 1 時間あたり 30 ㎥（建築基準法上の基準 20 ㎥の 1.5 倍）を確保する基準を満足。 

 さらに、扉を開け仮設の送風機等を運転することにより換気時間を短縮することも可能。 

諸室の換気回数 

（括弧内の数値は扉を開け送風機等を追加設した場合） 

・イベント・展示ホール 24 分/回→（18 分/回） 

・コンベンションホール 18 分/回→（17 分/回） 

・会議室 5～11 分/回→（3～8 分/回） 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

 コン

ベンションホール、イベント・展示ホール、会議室など計５か所に大容量の光ケーブルを

引き込む。 

 民間事業者が敷設・管理 ⇒ 将来的な容量増にも速やかに対応。 

③ＷＥＢ配信への対応 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

 オンラインと組み合わせたハイブリッド型の会議や e スポーツイベントにも

対応。 

ハード面

での対応 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

 

 

④その他 

 

 抗菌仕様の壁紙や、トイレにおいて、非接触型の手洗い・消毒設備の設置や、抗菌仕様の

手摺などを検討中。 

 さらに、今後購入する机、椅子等については、抗菌加工対応を導入。 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

  

ソフト面

での対応 

①ガイドラインの 策定 

MICE 業界 、 展示会業界 、 ホテル業界等々 、 多種多様な対策ガイドラインを参照しな 

がら 、 長崎 そして出島メッセ長崎ならではの施設ガイドラインを策定し 、 誘致活動 

へ活かしていきます 。 

※ 当社が事務局として中心に編纂 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

ソフト面

での対応 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

 

 

②「安心・安全」に会議を開催するソリューション 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

  
コンベンション会社ならではの取り組み。 

当社では新しい運営方法に向けて会社全体で取り組んでおり、「安心・安全」に会議

を開催できるよう数々のソリューションをご用意しています。 

これらを、出島メッセ長崎の現場にも活用します。 

 
 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

ソフト面

での対応 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

  

③当日運営について施設側からの提案 

司会・演者席にはアクリル板を設置 

客席間は最低 1 m 

を確保 

通路幅 は 

最低 1.5 m 

を確保 

会場入口には消毒液を設置 待機列作成時の距離間を主催者に提言 

1 例として（コンベンションホール レイアウト） 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

ソフト面

での対応 



(1)コロナ対策をしっかりと打ち出した MICE 施設 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

 

④ハイブリッド開催のサポート 

実地開催 

（リアルイベント） 

オンライン開催 

すべてのコンテンツが 
一定期間のあいだ閲覧可能 

 接触回避・密集回避（ソーシャルディスタンス） 
 飛沫感染対策 
 参加者・来場者のスクリーニング 
 イベント保険（催行中止・労災など） 

課金システム・スポンサーシップの構築 

オンライン上での 
開催地プロモーション 

参加促進プロモーション 
コミュニティ形成 

視聴・閲覧期間 準備期間 

リアルイベントでしか得られない 
開催地での体験 

（ネットワーキング、飲食、ツアー） 

会期当日 

双方向ネットワーキング / オンライン展示 / 
セレンディピティの創出 

事前参加登録 

ハイブリッド開催の概念図 
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会期： 8 月 19 日（水）～ 22 日（土） 
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ハイブリッド開催事例 

ハイブリッド開催事例 

【現地参加への注意事項】 

下記の場合は現地参加とせず、オンラインでの参加としてください 

• 鼻汁、咳、倦怠感、発熱など、体調に問題がある 

• 会場入り口の検温で 37.5℃以上の発熱がある 

• 職場、家族、身近な知人に感染者、濃厚接触者がいる 

• 所属機関より現地参加の自粛が求められている 

• 都道府県より感染拡大地域への県をまたいでの移動自粛が求められている 

現地参加で特に注意いただきたいこと 

• マスクの常時着用 

• 頻回の石鹸・水による手洗い 

• 頻回の手指アルコール消毒 

• うがいの励行 
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• ３密を極力避ける。集まって会話をしない 

• 対面では 1m 以上の距離を保つ 

• 必要以外の会話をしない 

• 食事は他者と対面にならず、平行にする 

• 飲食等でマスクを外す時は会話をしない 

• 同じ人と対面で 15 分以上会話しない 

• 名刺交換など物品のやり取りを控える 

• 学会プログラム終了後も 3 密を避け、夜の街へ繰り出さない 

• 飲食店では長居せず、他の客との距離を十分に取り、会話を控える 

※ご自身の感染のみならず、勤務先などへの影響などを含めて、新型コロナウイルス感染が 

 ご心配な方は、無理せずにオンラインでご参加ください 27 

ー 現地開催にあたっての感染拡大防止策 ー 
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ハイブリッド開催事例 

1 

国立京都国際会館「新型コロナウイルス感染拡大防止ガイドライン」に準拠し

た運営 

2 

事前参加登録による、参加人数・参加予定者情報の把握、参加登録者数のコン

トロール 

3 会場での入室管理による、講演会場入室人数のコントロール 

4 講演会場入室時のチェックインシステム導入による、参加者の行動ログの記録 

5 講演会場席数の削減（収容定員の 50％遵守） 

6 講演会場の入口と出口の分離による、すれ違い頻度の削減 

7 ポスターセッションでの発表中止（掲示のみ） 

8 参加証自動発券機導入による、対面受付頻度の削減 

9 学術集会アプリ上での混雑状況配信による、講演会場内混雑の回避 
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10 

学術集会アプリ上での質問投稿機能の導入による、講演会場での質疑応答マイ

クの廃止 
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ハイブリッド開催事例 

ー 現地開催にあたっての感染拡大防止策 ー 

11 

シンポジウム討論時、講演者間アクリルパネル設置 

（ないし物理的距離の確保）による飛沫感染防止 

12 

厚生労働省新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)、京都市新型コロナ

あんしん追跡サービスの導入（参加者への登録義務付 ）による、感染者発生時

の追跡対策 

13 

会場入り口におけるサーマルカメラによる、来場者体温確認 

（既定の体温以上が検知された場合、再検温の上、ご帰宅いただく場合がございます） 

14 

参加者、協賛企業関係者・スタッフへの日次検温のお願い、運営スタッフの日

次検温の実施 
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ハイブリッド開催事例 

15 

参加者へのマスク着用のお願い、スタッフ・関係者のマスク（必要部署でのフ

ェイスシールド）着用の厳守 

16 トイレ等共用施設の定時消毒 

17 会場各所に手指消毒剤の設置 

18 講演会場、展示会場の換気徹底 

19 

展示会場でのブース間隔の確保、ブース内での感染拡大防止策の徹底（ブース

内人数制限等） 

20 懇親会、交流会等の中止 
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ハイブリッド開催事例 

［対策１］講演会場の席数（キャパシティ）について 
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ハイブリッド開催事例 

会場名 標準席数 50% 

第 1会場（ﾒｲﾝ H） 1,840 920 

第 2会場（Room A） 500 250 

第 3会場（Room D） 250 125 

第 4会場（Room E） 250 125 

第 5会場（Room B1） 200 100 

第 6会場（Room B2） 150 75 

第 7会場（さくら） 400 200 

第 8会場（スワン） 250 125 

第 9会場（Room C1） 105 50 

第 10会場（Room C2） 105 50 

第 11会場（ANX1） 600 300 

第 12会場（ANX2） 400 200 

第 13会場（R510） 140 70 

第 14会場（R501） 90 45 

第 15会場（R509） 90 45 

合計 5,370 席 2,680 席 
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ハイブリッド開催事例 

会場席数を 50％とし、聴講者のソーシャルディスタンスをある程度確保した上で収容人数を確保す

る。  

※ ガイドライン推奨：間隔 1 ~2m の確保は難しい。 
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ハイブリッド開催事例 

会場への入り口は 1 箇所に集約 入場時手指消毒の徹底 サーモカメラで体温チェックベルトパーテションで一方通行 37.5

度以上でアラート 

 

 本人も確認可能 スタッフが体温をチェック 外が暑いため健常者も一時的に 

［ 対策２］ 参加登録、入場制限等について 
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ハイブリッド開催事例 

発熱が確認された場合は入場を 体温が高い場合があり、控室を用意お断りし、

WEB 視聴をお願い。 

 

 誘導スタッフフェイスガードの着用 受付 アクリルパネルの設置 

［ 対策３］受付周りについて 
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ハイブリッド開催事例 

 

足元サイン 濃厚接触者トレースのため当日参加者も個人情報を登録 
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ハイブリッド開催事例 

会場ガイドラインに沿った席配置 

 

［ 対策４］セッション会場内について 
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ハイブリッド開催事例 

講演者飛沫防止パネル非常にクリアなため視認性に問題なし。反

射も気にならない。入口と出口を分けることによる動線管理 

［ 対策５］セッション会場外（ホワイエなど）について 
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ハイブリッド開催事例 

 

入場時にネームカードに印字された QR コードをタッチし、入場記録の

管理を行う（濃厚接触者トレースのため） 



 

61 

ハイブリッド開催事例 

 

 クロークスタッフは手袋着用 クローク札は使い捨て 

［ 対策６］ そ の 他 
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ハイブリッド開催事例 

 

 ランチョン弁当はセルフピックアップ方式 休憩コーナーにもアクリルパネル 



 

63 

２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

今後のＭＩＣＥ 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

今後のＭＩＣＥの規模 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

  (2) ワンストップサービスによる地域経済活性化策 

ワンストップサービス 

医学系学術会議・イベント・展示会等の 
準備・運営経験豊富なスタッフが 

全面的にサポートいたします 

広告 
展示 

小間 

ポスター 

パネル 

電気 

工事 

設営 

撤去 

宅配 

受付 

託児所 

各種 

システム 

企画 

制作 

関連 

備品 

手配 

清掃 

ごみ 

処理 

ケータ 

リング 

ネット 

環境 

WEB 

配信 

要員 

サポート 

看板 

DMO との連携 

・ユニークベニュー 

・ エクスカーション 他 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

(2)ワンストップサービスによる地域経済活性化策 
項目 内容 

看板製作 
吊り看板、誘導板、立看板、イーゼル等、各種看板（バナー・ラミネート加工含む）の制作・

手配します 

施設内外広告制作、設置および

撤去 ※1 

掲示物の制作、設置および撤去を行います 

※基本的に完全版下データを授受し、制作します 

小間制作 展示会開催の際に必要となる基礎小間やスペース小間を制作します 

ポスターパネルレンタル 医学会等で必要となるポスター発表用パネルを手配します 

電気 1 次工事 
各種展示会で必要となる 1 次工事を請け負います 

※安全性および施設管理の観点から施設側で対応 

電気 2 次工事 各所に配線する 2 次工事を行います 

機材・什器・備品レンタル 
附属設備品以外の映像・音響・照明・通訳・展示・施工に係る機材・什器・備品を手配します 

ライブ・コンサート・式典専用ステ

ージ 

ライブイベント・コンサート・式典等で必要となる大きさや規格のステージを手配します 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

図面作成 
既定レイアウト以外の特殊レイアウトにつき、利用者の希望に沿って図面を作成します 

設営・撤去サービス 
コンベンションホール設営サービスや既定レイアウトからの変更時、利用者の希望に沿い、レイア

ウトを作成します 

要員サービス 
映像音響照明施工技術者・舞台監督・運営人員・通訳者・司会者・警備誘導員等、会議

開催に必要な人材を手配します 

(2)ワンストップサービスによる地域経済活性化策 
項目  内容  

Web 配信パッケージ ハイブリット・WEB 配信パッケージに沿い、各種手配、サービスを提供します 

インターネット環境構築 LAN ケーブル配線工事や館内ネットワーク構築等を手配します 

その他備品手配 花、グランドピアノ等、利用者からニーズのある品目を手配します 

ケータリング パーティー・弁当・スイーツ・ドリンク等、多種多様な飲食を手配します 

清掃・ごみ処理 催事後の清掃・ごみ処理を施設が請け負い対応・処理します 

宅配受付サービス 催事後の荷物発送等を施設で預かり発送を代行します 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

台本・マニュアル作成 各種催事のアナウンス原稿や運営マニュアルを作成します 

託児所サービス 
利用者から要望のあった際に、専門会社を紹介します 

※HP に専門会社をリンク掲載予定 

演題処理サービス 
学会準備に大きな負担となる演題処理について、過去の実績が豊富な専門会社を紹介します 

事前参加登録サービス 
催事開催の際に大きな負担となる事前参加登録について、登録システムを紹介します 

その他 催事開催に関する利用者のニーズであれば最大限施設として対応します 

(2)ワンストップサービスによる地域経済活性化策

協力事業者の選定について 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

（ケータリング） 

 

※ 募集に際しては、下記を遵守の条件とした。 

①出島メッセ長崎のオリジナル会議・イベント用のお弁当軽食を創出 

②対物対人 1 億円以上の保険に加入している 

③弁当については回収を 2 回行う 

市内 549 事業者に「出島メッセ長崎 出島メッセにおける 

弁当・軽食等提供事業者の募集案内を配信。 

6 月 

36 事業者の提案を受ける 。 7 月中旬 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

(2)ワンストップサービスによる地域経済活性化策 

 



 

73 

２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

  (3) 

  

地域との連携 

地域貢献のための人材育成企画の実施を提案しており 、 

・地元 学生に MICE に関する知識を習得する機会を創出する こと 

・若者 ならではの企画により長崎の MICE 全体の 活性化 

を 目的とした人材育成 プログラムを実施 

１．プログラム名 ： 長崎 大学経済学部「 MICE 人材育成プログラム」 

２．参加ゼミ生 ： 長崎 大学経済学部 赤石孝次教授ゼミ 

学部 2 年生・学部 3 年生 

３．実施期間： 2021 年 4 月～ 14 講義 

４． プログラム内容 ： MICE に関する講義、イベント企画のグループワーク 

長崎大学経済学部ゼミ 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

  日程  プログラム 
テーマ 教科内容  

   オリエンテーション  

テーマとアウトプットの説明 
11 月開業の出島メッセ長崎をフックに、交流拡大を目指す長崎市。 本プログラムを通して MICE 全般を理解を 
深め、ALL NAGASAKI で取り組むこけら落としイベントの学生企画への参画を促し、MICE 開催による好循環 

長崎大学経済学部ゼミ

プログラム 

1 4 月 12 日  
を実体験してもらう。  

 

 

MICE 概論 
MICE との意義を理解し、産業としての MICE 推進の現状と課

題、そして展望を学ぶ。 

・MICE とは何か 
・なぜ、世界は MICE に注目するのか 
・地域活性化と MICE 

2 19 日 座学 長崎における MICE 戦略 
開業目前の出島メッセ長崎の概要や長崎における MICE 戦略を

学ぶ。 

・出島メッセ長崎概要 
・長崎の MICE 戦略 
・日本、長崎のポジショニング 

3 26 日 研修 
こけら落とし学生企画方向検討 
（ブレスト） 

11 月 12 日～14 日、出島メッセ長崎全館を利用し、(株)ふくおかフィナンシャルグループ主催、地元長崎の団

体、企業、地域を巻き込んだ ALL NAGASAKI で取り組むまちづくりイベントが開催される。この中で、事業のコン

セプトを汲みながら、学生ならではの視点で展開できるイベントを考える。 ＊想定条件等別添 

4 

5 月 

10 日 
 

MICE 産業の仕事 
DMO と PCO 

MICE の誘致や開催における DMO(コンベンションビューロー）や

PCO の役割、連携を学ぶ。 
・DMO,コンベンションビューローの役割 
・PCO の業務 

5 17 日 
研修 
(WS) 

MICE の SDGs 
MICE 業界も SGDs 達成に向けた意識が高まっており、サステナブ

ル MICE の実現のため、地域で取り組むべきことを考える。 
・MICE 業界における SDGs への取り組み 
・長崎で取り組めることを考える 

6 24 日 
 
求められる人材とは 

国際競争の中でブランド力を向上するには、グローバル視点で考

え、多文化を理解し、海外の視点から発信でき、誘致し、運営でき

る MICE 人材は不可欠になります 

・ビジネスマナー 
・視点を変えて考える 

7 31 日 研修 こけら落とし学生企画企画概要検討 
 

8 6 月 14 日 

 

多文化コミニュケーション 

多文化社会(グローバル社会)ではコミュニケーションのツールは英語

になり、コミュニケーション、発信も国際的プロトコールを要します。世

界がみるグローバル思考性とはを学び、今日の多文化世界に通用

するコミュニケーション力などを考えます。 
・多文化コミュニケーション 
・国際プロトコール 

座学 

座学 

座学 

4 月のブレストおよび事業者側の企画概要を受け、学生企画の 概要を固める。 

研修 
( WS ) 



 

75 

２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

(3) 地域との連携  

10 21 日 
研修 
(WS) 

MICE のブランディング 
長崎の MICE 都市としての魅力向上のためのブランディングに資す

るユニークべニューやメニューを開発する。 
・長崎のユニークべニュー開発・長崎のユニーク

メニュー開発 

11 28 日 研修 こけら落とし学生企画企画概要策定 5 月の検討を経て、具体的な企画概要を策定する。 

12 

7 月 

5 日 研修 こけら落とし学生企画実施計画策定① 

 

13 12 日 研修 こけら落とし学生企画実施計画策定② 

14 19 日 研修 
こけら落とし学生企画実施計画発表リ

ハ 
次回のプレゼン前に最終調整、リハーサル 

     

 
15 

 
26 日 

ゼミ内発

表 こけら落とし学生企画実施計画発表 
グループ別の企画案を発表。実施プランを決定する。 
また、後半の体験実習に向け、生徒のスクリーニングを行う。 

 

8 月に予定されている事業主催者「長崎 MICE 拡大企画会議」において学生企画の発表を行うため、2 回に分 
けて実施計画を策定していく。 
最終週に、それぞれのグループから実施計画のプレゼンを行う。 



 

76 

２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

(3) 地域との連携 

運営サポーター 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

開業に向け、MICE 開催における運営をサポートし、参加者へのおもてなしを発揮

するボランティア人材を、幅広く市民から募集します。 

出島メッセ長崎への市民理解を深めるとともに、 

国際会議等で活躍する人材育成に繋げていきます。 

 

■活動期間： 

2021 年 10 月 1 日～2022 年 3 月 31 日 

（次年度以降の継続については、本人希望および活動状況を勘案し、検討） 

■業務内容：出島メッセ長崎の開業前内覧会および開業後開催される催事の運営サ

ポート 

（会場内外整理、案内誘導、会場準備・片付け、その他運営業務） 
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２．ポストコロナ時代の交流人口拡大策  

(3) 地域との連携 

 



 

   

ポストコロナ時代 の 

交流 人口拡大に向けた対応 

１．現在の誘致状況 

２ ．ポストコロナ時代の交流人口拡大 策 

３ .  開業に向けた気運醸成 
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 ３．開業に向けた機運醸成  

(１) 内覧会開催 

 

①主催者・事業者向け内覧会 

■期 間 2021 年 9 月 21 日（火）～年 10 月 1 日

（金）土日祝日を除く平日 

■実施回数 各日 4 回 

 



 

81 

 ３．開業に向けた機運醸成  

約 50 件、1,000 名を超える内覧実施 
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 ３．開業に向けた機運醸成  

  

( １ ) 

  

内覧会開催 

＜開催日と参加者数＞ 

・ 9 月 25 日（ 177 名） 

・ 9 月 26 日（ 184 名） 計 361 名 

② 市民内覧会 
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 ３．開業に向けた機運醸成  

(２) ICCA ハブ開催 

 

ＩＣＣＡ（国際会議協会）年次総会ハブ会議 

（1）日時 令和３年１０月２５日（月）～２７日（水） 

（2）場所 出島メッセ長崎 

（3）参加者数 １００人程度 

（4）費用 約７００万円（開業準備業務費で対応） 
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 ３．開業に向けた機運醸成  

（5）内容 

年次総会は世界の国際会議のプロが一堂に会し、世界のＭＩＣＥに関する

最新情報の交換や共有を図る場となっている。コロンビアとの時差の都合

上、年次総会のプログラムについては録画したものを放映し、ハブ会場に

おいては地域の独自企画を行うことが予定されている。 

※ICCA は、1963 年に設立し、 1,100 以上のコンベショビューロやコア PCO 、ホテル航空会

社など約 100 の国・地域が盟し業界を牽引続ける MICE 分野における最大規模の業界団体。 
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 ３．開業に向けた機運醸成  

(２) ICCA ハブ開催 



 

 

コロナ禍の中、 

いよいよ出島メッセ長崎が船出します。 

長崎市が取り組む、この交流拠点施設整備は、市全体の活性化が期待される

重要な事業で、現在のコロナ禍での開業は、国内外からも大変、注目されて

います。 

お蔭様で、素晴らしいハードを整備いただきましたので、今後、20 年間にわ

たり、施設の管理・運営を担う我々も、運営・誘致を担う、コングレは、 

MICE のプロとしての経験を発揮し、また、ながさき MICE のグループとし

てのネットワークを活かし、施設に命を吹きこんでいく所存であります。 
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開業 1 年目には、年間利用者 61 万人を達成し、さらに２年目、３年目、地

元事業者とも協力し、イベント、催事の創出に努め、そして長崎の未来に向

かって邁進してまいります。 



 

 

  

コロナ禍の中、開業 1 年目は 

年間 利用者 61 万人を達成し、 

さらに２年目、３年目に向かって 

邁進してまいります。 
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開業まであと 28 日 


